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『東松島市被災者中央サポートセンター』では、市内３か

所にある地区サポートセンター（矢本東・矢本・鳴瀬）の統

括機関としての業務を担いながら、東松島市や宮城県社会福

祉協議会等と連携して地域の被災者のサポート事業を行っ

ています。これまで、仮設住宅の個別訪問を通じて被災者の

ニーズ調査を実施したり（H23 年度は宮城県社会福祉協議

会に委託し、矢本地区を実施）、定期的に開催される会議等

をとおして、行政や各サポートセンター長、仮設住宅代表者

らと意見交換を行うなどして、被災者のサポートにあたって

います。 

今年度は、集会所がない仮設住宅の団地でもお茶会を開催

するなど、住民が主体となって実施できるコミュニティ作り

をしていきたいと意欲を語ってくれました。また、同サポー

トセンターにはコールセンターを設置しており、仮設住宅の

不具合の相談を受けたり、イベント希望者と自治会の調整を

行うなど、橋渡し的な役割も担っています。 

平成２４年 5月 

地域のサポートセンター活動紹介 

 

******************************************************************** 

皆さん、こんにちは。４月から宮城県東部保健福祉事務所長になりました渡辺達美です。

石巻地域の復興に全力で取り組んでいくつもりですので、よろしくお願いします。 

復興支援ニュースは今回で第１０号になります。これまで、復興に向かう動きや季節柄注

意していただきたいことをお届けしてきました。今後も、元気の出るような話題、役に立つ

情報、ほっとするようなトピックを皆さんにお届けしてまいります。皆さんからの情報をお

待ちしております。 

今年は復興元年。一日も早い生活再建を目指し、被災者の方々の健康を守ることを最優先

に職員一同頑張ってまいります。復興の主体、健康づくり・衛生管理の主体は住民の方々で

す。地域の声をしっかり受けとめ、当事務所における保健・医療・福祉・衛生・栄養・環境

の各分野の専門職の総力を結集し、関係機関や地域の方々と連携して、資源を発掘し、つな

げ、地域の方々を支援し、課題に当たっていきます。 

課題も解決も地域の現場から！ 復興支援ニュースが、被災者の皆さんや関係機関の方々

と当事務所のつながりの一助になりますように、引き続きご愛顧をよろしくお願いします。 

******************************* 宮城県東部保健福祉事務所長 渡辺達美 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東松島市中央サポートセンターのスタッフ】 

 

・個別訪問などの個別支援 

・お茶会、健康相談会などの地域支援 

・イベントの調整 

・ミニコミ誌の発行 

・ボランティア対応 他、様々な事業を実施 
 

（東松島市仮設住宅数 1,753戸） 
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震災対応の記録が完成しました 

 

 

 

スイスからの支援を受けて改修を行っていた女

川町地域医療センターの工事が完了し、15日竣工式

が行われ、当事務所も出席しました。入院 19 床と

100 床の老人保健施設を整備し、医療と福祉の体制

が整いました。また、医療センターでは離島や仮設

住宅への巡回診療も行っています。 

須田町長は「スイス国民の善意は、センターの再

建に象徴されています。女川町民はこのことを忘れ

ません」と挨拶し、感謝を伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

宮城県東部保健福祉事務所 

企画総務班 企画調整グループ 

H P：http://www.pref.miyagi.jp/et-hc/ 

T e l：0225-95-1416（代表） 

Fax：0225-94-8982 

東日本大震災復興支援チャリティイベント 

 

 

４月９日、鹿児島のラジオに携わる DJやスタ

ッフ等が立ち上げた「東日本大震災復興支援チャ

リティイベント『元気のバトンプロジェクト』」

様より当事務所へ義援金寄付の申し出がありま

した。同プロジェクトは昨年５月、１２月にも石

巻市を訪問され、宮城県や石巻市をご支援してく

ださいました。心より感謝申し上げます。 

 

 

女川町復興ふれあい農園、開園 

東北福祉大学の教員と学生によ 

る被災者支援プロジェクト『女川 

町復興ふれあい農園』の開園式・

鍬入れ式が４月５日に行われました。この農園は女

川町新田・清水地区の仮設住宅に隣接した遊休地に

作られたもので、今年２月、まだ瓦礫の残る土地を

同大学の学生らが瓦礫撤去作業を行い、整地しまし

た。女川町社会福祉協議会の阿部会長からは、愛情

を込め、地域の交流を持って育ててほしい。」と挨拶

があり、地域の住民からも「１つ１つの作業に感謝

しながら、周辺地域に誇れる農園になるよう頑張っ

ていきたい。」と語っていました。開園式の後、大学

関係者や地域住民など約４０名が参加し、枝豆や小

松菜などの野菜の種まきを行いました。 

【開園式に参加した地域の皆さん】 
震災後１年間における

当事務所職員の対応・活動

に関する記録を作成しま

した。石巻管内の地域の公

衆衛生活動についてまと

めています。近々当事務所

の HP に掲載予定ですの

で、どうぞご覧ください。 

石巻圏域のリハビリテ

ーション提供施設に所属

するリハビリ専門職の記

録です。震災直後の医療

機関、施設等での被災状

況や体験を掲載していま

す。当所、成人・高齢班

HP からダウンロード可

能です。 

365 日の記録 

リハビリ職の記録 

【竣工式の様子】 

【当事務所に来所した皆さん】 

http://www.pref.miyagi.jp/et-hc/seijinnkourei/riha/kirokusyu.pdf

